
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 つくばみらい市 

立地適正化計画の目的と位置づけ 
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１ 計画策定の背景と目的 

 

１ 計画策定の背景 
 

我が国の都市における今後のまちづくりは，人口の急激な減少と高齢化を背景として，高齢者

や子育て世代にとって，安心できる健康で快適な生活環境を実現すること，財政面及び経済面に

おいて，都市に振り向ける投資余力を維持することが，大きな課題です。こうした中，医療・福

祉施設，商業施設や住居等がまとまって立地し，高齢者をはじめとする住民が公共交通によりこ

れらの生活利便施設等にアクセスできるなど，福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見直

し，安心して暮らせるよう，地域公共交通と連携して，コンパクトなまちづくりを進めることが

重要です。 

 

２ 計画策定の目的 
 

今後の人口減少・少子高齢化の進行に加えて，公共施設・都市インフラの老朽化や大規模災害

への備え等に対応していく社会を作っていくことが必要です。そのため，本市においても，都市

計画区域を対象に，人口が減少する地区や高齢化が進む地区への対応を目的として，立地適正化

計画を策定します。本計画では，生活サービス機能を計画的に誘導するために，拠点性を有する

エリアを明示し，一定のエリアにおいて人ロ密度を維持していくことを計画の中で示すことと

します。また，まちづくりにあたっては，民間活力による維持・誘導する仕組みを構築し，公共

施設の再配置などを一体的に進めることで，暮らしに必要なサービスや居住環境の確保を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：国土交通省資料 

居住や都市の生活をさせる機能の誘導によるコンパ

クトなまちづくりと地域交通の紙片との連携によ

り，『コンパクト・プラス・ネットワーク』のまち

づくりを進めます。 
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２ 計画の構成と概要 

本計画は，人口減少・少子高齢化の進行，公共施設・都市インフラの老朽化，大規模災害へ対

応等のまちづくりの多様な課題に対応する多極ネットワーク型コンパクトシティの形成に向け

た計画として，次の視点での取組を推進します。 
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３ 計画年次 

本計画の目標年次を 2040（令和 22）年度とします。 
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４ 計画の位置づけ 

つくばみらい市立地適正化計画の位置づけは，本市の総合計画，茨城県の都市計画区域マスタ

ープランを上位計画としてこれに即するものあり，居住や医療・福祉・商業，公共交通等のさま

ざまな都市機能の誘導により，都市全域を見渡したマスタープランとして位置づけられる市町

村マスタープランの高度化版です。本市の都市計画マスタープランとの調和に配慮し，一体とな

って都市づくりを進めていきます。 

コンパクトシティへの理解を進めるため，今後のまちの見通しとあるべき将来像，その実現

に必要な各分野にわたる政策の内容やその効果等を可視化するとともに，住民生活に浸透する

ものとして整理を行います。 
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